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2 月 28 日（日）に高知市東部健康福祉センタ

ーにおいて SON・高知の 2021 年度定期総会

を開催しました。 

会員の半数以上の出席（委任状含む）が確認さ

れた後、開会が宣言され、仲理事長が議事を進行

し、2020 年度の事業、活動計算報告があり、意

見交換のあと 2021 年度の事業計画案、活動予

算案が承認されました。 

また、高知ライオンズクラブから二川会長様に

ご来賓として出席していただきました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2020 年を振り返ってみますと、一言でいえば新型コロナウイルスに振り回された 1 年であったと言えると

思います。 

2 月からの感染拡大を受け、３月から６月まで全てのプログラム活動と専門委員会のイベントを休止いたし

ました。７月から活動を再開していましたが、１１月下旬から第３波に見舞われ、１２月途中から再び活動の

休止を余儀なくされたところです。 

その間、SON・高知としての「コロナウイルス対策マニュアル」を作成しそれに沿った感染防止対策を各プ

ログラムで取っていただいたり、また７月から半年間の休会制度を特例として設けたりするなどして、一定の

対策を講じてまいりました。 

以上のように活動が非常に制限されてはいましたが、そんな中でも新しいプログラムとしてバドミントンを

立ちあげ、新たに SO の仲間に加わったアスリートもおり、これからの活動が楽しみです。 

プログラム以外で振り返りますと、11 月に悲しい出来事がありました。長年にわたって陸上競技の活動に尽

力されてきた大里さんが亡くなられました。本当に寂しい限りです。美欧さんは今、福岡の施設に入居してい

て、大里さんの妹さんからの便りによると、落ち着いて生活しているとのことです。 

一転して、12 月にはうれしいニュースがありました。矢野前理事長が、知的障害ある人が生涯にわたってス

ポーツを楽しめる体制づくりに尽力した功績が認められて、文部科学大臣から表彰を受けました。SON・高知

が推薦団体でして、私たちにとっても名誉なことだと誇りに思っております。矢野さん本当におめでとうござ

います。 

本年度も、コロナウイルス感染の先行きが懸念されるところですが、決してコロナ慣れすることなく、安全

第一でプログラムを行っていきたいと思います。 

 

最後に、長年私たち SO の活動を支援していただいている高知ライオンズクラブから二川会長様にご来賓と

して出席していただき、来賓あいさつを賜りましたご厚情に感謝申し上げます。 

 

（SON･高知 理事長 仲慶三） 



 

 

 

 

3 月 14 日、高知ブランチから、仲ファミリ

ー、高石ファミリー、齋藤ファミリー、友田が四

万十ブランチの競泳プログラムに参加しました。 

毎年、この時期に定期的に交流しており、高知

市を朝に出発し、途中四万十町で四万十ポークを

購入し、四万十市で仲理事長おすすめの昼食を楽

しみ、きれいな菜の花を愛でたのち、四万十市安

並運動公園内の温水プールで、午後からのプログ

ラムに参加しました。 

所用があり、我が家は午後からのプログラムの

みの参加となりましたが、おいしそうな料理、ま

たきれいな景色のお話を聞き、次回は必ず朝から

参加しようと思ったところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安並運動公園の温水プールは、高知市営プール

に比べゆったりしており、アスリートも気持ちよ

さそうに泳いでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、四万十ブランチのファミリーの方はアス

リートと一緒にプールに入って泳ぐ方も多く、少

ない人数ながら、和気あいあいと活動されている

のが印象的でした。 

これからも、このような交流をより活発にでき

るよう、取り組んで行きたいですね。 

（SP 委員長 友田 一志） 

 

 

四万十の競泳プログラムに参加しました。1 年

くらい前にも行きましたが、また行けて良かった

です。 

いつもと違うメンバーと違う場所で泳ぐのは

不思議な感じですが、気持ちよく泳げました。岡

崎コーチが僕のことを覚えてくれていたのでう

れしかったです。 

これからは、高知市の土曜日のプログラムにな

かなか参加できなくなってしまうので、四万十に

時々行けたらいいなと思います。 

今度はおいしい昼ご飯も食べたいです。 

（競泳 友田 悠太） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

矢野前理事長が 2020 年度「障害者の生涯学

習支援活動」に係る文部科学大臣表彰を受賞され

ました。 

 

これは、長期にわたり「障害者の生涯学習支援

活動」の普及や発展のために尽力し、顕著な成果

を上げた個人や団体の功績を讃えるものです。本

年度は全国受賞者 73 件（個人 11 件、団体 62

件）で、高知県からは唯一の受賞でありました。 

矢野前理事長は、2003 年に SON・高知設立

準備会を立上げ、以降長年にわたり知的障害ある

人たちが生涯スポーツを楽しみ、社会ルールを学

ぶ機会の創出や、地域社会における障害への理解

を増進することに尽力してきており、現在もなお

運営指導に当たっている、ことが高く評価されま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SON・高知が推薦団体であり、私たちにとっ

ても大変名誉なことだと思います。矢野さん、改

めておめでとうございます！ 

授賞式は 2020 年 12 月 8 日、コロナ禍のた

めオンラインにて開催されました。 

 

今の状況では、残念ながら祝賀会はできません

が、コロナ収束後には是非とも皆様と喜びを分か

ちあいたいと思っています。 

（理事長 仲 慶三） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

皆様のご協力を頂いてこその受賞です。ありがと

うございます。 

矢野泰彦 



 

 

 

 

３月７日の日曜日午後、高知会館に持ち込んだ

作品を貸出用の額に入れ、１階「レストラン四季」

のギャラリースペースに、あーでもない、こーで

もない、それはこっちへ、と架けたり外したりの

作業の末に完成した、初めての三人（美欧ちゃん 

可連くん 入愛）の書道作品の発表の場でした。 

だいぶ以前から、「三人展をしてみたいね」と

いう話はありました。というのも、先生の教室に

通う自閉症三人が同じ字を書いても、三者三様出

来上がりが全然違っていて、それぞれ個性的な作

品になってしまうから面白い。というのが始まり。 

したいね～やってみたいね～と、折に触れ言い

つつも場所の選定で決定打がなく、ずるずるなっ

ていたところに、高知会館でできる！という話が

先生から舞い込んできました。 

そこからはトントン拍子で準備がすすみ、近藤

さんが、ポスター、チラシなどを作成してくれま

した。私は少しチラシを配っただけのおんぶに抱

っこに肩車なスタンス（私の基本姿勢）で初日を

迎えたわけです。 

先生からは「三人三葉展」の看板と作品を一つ

出していただけました。それで「キュッ」と締ま

るのです。全体が。 

期間中、GO TO EAT の券を財布に入れて、

何度ランチを食べに行ったか分かりません。作品

全体を眺められる場所に座って、ゆっくりするお

ひとり様時間。贅沢なひと時です。 

三人の作品っていうのは、ホントに見ていて面

白いのです。三人それぞれの個性がそのまんま字

に現れ、三人「らしい」作品になっているのです。 

某ＳＯファミリーが言っていた、「美欧ちゃん

の疾走感、可連君のこつこつした感じ、いっくん

のほのぼのした感じ」というのがぴったりの表現。 

 

 

 

「芳名帳」を見るのも楽しみでした。 

「あ、あの人が来てくれている」 

「この人も来てくれている♡」 

嬉しい、嬉しい、勝手に顔がゆるんできます。

名前と住所だけでなく、感想を書いてくださって

いる方も多く、それを読むのも幸せな時間でした。 

約１カ月の三葉展が終わって片づけをして、お

祭りが終わった時のような、寂しいけどそれだけ

じゃないものが心に残りました 

美欧ちゃんが高知にいなくなったので、「三人

展」はこれが最初で最後になります。 

たぶん大里さんが空の上からメガホンを持っ

て見ていてくれたと思います。作品のチョイスに

大里さんの意見を反映できなかったけれど、数あ

る作品の中から、先生が「ザ・美欧ちゃん」な作

品を選び出してくれたから、大里さんも満足して

くれた？かな。 

「三人三葉展」に足を運んでくださったたくさ

んの方々、先生を筆頭に協力して下さった多くの

方々、ほんとうに、ほんとうに、ありがとうござ

いました 

（事務局 山本喜美代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

成人式は大人への一歩を踏み出す大事な式で

すが、SON・高知の仲間たちは年齢も、お住まい

の市町村もバラバラで、知らないうちに個々に迎

えていることが多く、見逃してきました。もった

いないことです！晴れやかな瞬間をみんなで共

有できたらと、この企画を立ててみました。 

練習の時とは違ったちょっとすました表情や、

カッコいい姿のアスリートたちに思わずほろり

な写真が集まっています。今後も随時掲載してい

きますのでお楽しみに！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

定期総会を終え、改めて 2021 年の SON・高知の活動もスタートしました。相変わらずの新型コロナ禍ではありま

すが、各プログラム、委員会もしっかり対策を行ったうえで無理のない範囲で活動しています。 

今年度は、各プログラムコーチクリニックの開催や、10 月 3 日には競泳競技会を予定しており、昨年できなかった

ことも含め、忙しい年になります。ファミリーの方にはいろいろご負担を掛けてしまいますが、ご協力のほどよろしく

お願い申し上げます。 

（副理事長 友田 一志） 

 

 

 

 

 

 

 

スペシヤルオリンピックス日本・高知(SON・高知)では、活動を支援していただける「賛助会員」を募集しておりま

す。スペシャルオリンピックスの活動は、個人、企業・団体などのご寄付、協賛によって支えられています。ＳＯ

Ｎ・高知の活動主旨をご理解いただき、運営と活動のご支援をいただきたく、賛助会員を募集しております。個人･

団体とも何口でも結構です。どうぞご協力をお願い申し上げます。 

 

     賛助金の年額は    個人様：一口 ３,０００円 

             企業・団体様：一口１０,０００円  となっております。 

 

送金は、下記の銀行口座へのお振込みにてお願いいたします。 

     銀行口座：四国銀行本店営業部 普通預金 5139294 

            特定非営利活動法人スペシャルオリンピックス日本･高知 

            理事 仲 慶三 

※お問い合わせは会計責任者 高石美香（携帯 090-6881-4595）までお願いいたします。 

ご支援、ご協力戴いた方については本機関紙やホームページ、各行事でのご紹介等何らかの形で必ず、PR をさせて

頂きます。 

 

 

SON・高知では、一緒に活動するアスリート、コーチ、ボランティアを常時募集しています。 

SO では、スポーツ活動に参加する知的障害のある人を「アスリート」と呼んでいます。知的障害のある 6 歳以上の

人ならば、誰でもアスリートとして参加する資格があります。また、スポーツ 

トレーニングプログラムでは、多くのコーチが活躍しています。専門的な技能 

や競技経験が無くてもぜひご参加ください。コーチ育成のための研修会も開催 

しています。  

SO はアスリートを中心に、そのファミリーとボランティアがともに活動する 

ことで成り立っています。出来ることを出来る範囲からで結構です。 

ぜひご参加ください。 

 

〒781-0321 
高知市春野町秋山 2801-15 あじさい園内 

TEL&FAX 088-803-2232 
E-mail：kochi@son.or.jp 

このニュースレターは、富士フイルムビジネスイノベーションジャパン（株）高知営業所様のご協力で印刷しております。 



 

Special Thanks 

 

 

  


